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成果の概要／堤田成政 

 

ユーザーの目的に応じた土地被覆分類作成システムの構築 

 
 

研究内容 

 

本研究提案は、生物多様性や地球温暖化、生態系サービスなど、様々な地理学・地球環

境学の対象となりうるテーマにおいて基盤の空間情報となる、土地利用・土地被覆(Land 

Use / Land Cover. 以下、 LULC) に着目したものである。上記に挙げた応用的な研究テーマで

は、LULCデータを「利用」するものの、正確な記述に十分な考慮がなされてこなかった。

一方、入手可能な LULCデータには非共通性が見られ、ある特定のデータを用いることで

生じる環境研究への不確実性は小さくない。このような課題において本研究では、あらゆ

る地理学的・地球環境学的な研究ニーズにおいて対応可能な、「LULCの記述の方法」を提

案したいと考えている。具体的には、核となる LULCクラスの組み合わせにより、いくつ

もの LULCの記述を実現できるような分類デザインを確立することを目標とする。 

上記の研究の遂行のため、少なくとも次期科研申請までの準備として、参照すべき現場

検証データの収集と、具体的な分類デザインの構想構築が不可欠である。現場検証データ

は、フィールド調査において現場でデジタル写真を撮影し、日時・位置情報・方角を自動

的に地図上で表示・管理可能なMapillary*1や SACLAJ*2という仕組みを援用する。この地上

撮影データと地方自治体が提供する航空写真とを組み合わせ、地物の半自動判読を試み

る。 

 
*1 https://www.mapillary.com/ 
*2 http://www.sapc.jaxa.jp/use/rd/saclaj/ 

 

研究成果 

本研究を通じて、得られた成果は以下の通りである。 

・室蘭市役所より、航空写真（H25, H28年）を入手した。また、R1年度に撮影された航空写

真は、公開手続きが完了し次第、入手できるよう手配済である。また、室蘭市でのフィール

ド調査を通じ、地上連続写真約５０００枚を撮影した。このデータのMapillaryへのアップ

ロードを完了し、視覚化し、分析可能なものにした。 

・地上写真から土地被覆を推定する分類モデルのプロトタイプを作成した。筑波大学・JAXA

が共同で実施しているSACLAJプロジェクトより約50,000枚の土地被覆ラベルが付与された地

上写真を提供いただいた。このデータをもとに、深層学習手法を適用し、任意の地上写真よ

り撮影された地物や植生の特徴を認識し、約25の事前定義された土地被覆を分類するモデル

のプロトタイプを開発した。 



・最新の航空写真の入手が困難であるため、Planet社が保有する衛星画像解析により、地物

のセグメント分析を実施した。Planetより入手した空間解像度３ｍの衛星画像データを用い

て、近隣の類似するピクセルをクラスタリングする技術をもちいて、地物のセグメント抽出

を実施した。これにより、衛星画像内に大量のセグメントが発生することになるが、それら

がどの土地被覆であるかは明らかでない。今後は地上連続写真より分類された土地被覆情報

を統合し、半自動的にセグメントをラベリングする手法を開発する。それにより、意味づけ

された地物の形状と位置情報の把握が可能であると考える。 

 

今後の見通し 

本テーマの関連研究課題は、令和 2年度科研若手研究に採択となった。また、類似手法をイ

ンドネシア・西ジャワ州で応用するテーマがナショナルジオグラフィック財団の研究助成と

して採択された（2019/11-2020/10）。 


